
１
月
15
日
宮
崎
県
綾
町
役
場
会
議

室
に
お
い
て
、
綾
川
流
域
照
葉
樹
林

帯
保
護
・
復
元
計
画
（
綾
の
照
葉
樹

林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
第
17
回
連
携
会

議
が
、
関
係
機
関
５
者
（
九
州
森
林

管
理
局
、
宮
崎
県
、
綾
町
、
日
本
自

然
保
護
協
会
、
て
る
は
の
森
の
会
）

の
出
席
の
下
、
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
平
成
24
年
度
事
業
取
組

状
況
、
綾
川
流
域
照
葉
樹
林
帯
保
護
・

復
元
計
画
推
進
協
定
の
再
締
結
（
案
）
、

短
期
行
動
計
画
（
第
Ⅲ
期
＝
平
成
25

～
29
年
度
）
の
見
直
し
案
が
主
な
議

題
で
、
協
定
書
は
再
締
結
に
向
け
て

調
整
す
る
こ
と
と
し
事
業
取
組
状
況

及
び
第
Ⅲ
期
行
動
計
画
案
は
提
案
ど

お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
に
綾
町
・
高
年
者
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
住
民

約
60
人
が
参
加
し
、
綾
プ
ロ
関
係
機

関
５
者
に
よ
る
「
生
物
多
様
性
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
」
と
題
し
て
事

業
説
明
会
を
開
く
と
と
も
に
、
新
た

な
試
み
と
し
て
参
加
者
に
よ
る
「
環

境
、
教
育
、
観
光
、
町
づ
く
り
」
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
今
後
の
綾

プ
ロ
及
び
事
業
説
明
会
に
活
か
す
取

組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
担
当
＝
計
画
課
）
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第17回綾プロ連携会議へ参加された関係機関のみなさん＝宮崎県綾町役場

事業説明会へ参加した地域住民＝宮崎県綾町

新たな試みのワークショップの模様＝宮崎県綾町



【
都
城
支
署
】
屋
久
島
町
か
ら
今

後
の
森
林
施
業
取
組
の
た
め
の
業
務

調
査
と
し
て
依
頼
を
受
け
、
屋
久
島

町
議
会
経
済
建
設
委
員
７
人
が
当
署

管
内
の
列
状
間
伐
施
業
を
視
察
し
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は
列
状
間
伐
施
業

に
至
っ
た
経
緯
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
、
定
性
間
伐
と
の
経
費
比
較
、

屋
久
島
で
実
施
す
る
場
合
の
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

視
察
後
、
こ
れ
か
ら
の
屋
久
島
町
の

林
業
振
興
の
参
考
と
な
る
初
期
の
目

的
を
達
成
す
る
事
が
で
き
ま
し
と
代

表
か
ら
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
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熊
本
市
の
西
部
に
位
置
す
る
『
金

峰
山
』
は
、
二
重
式
火
山
カ
ル
デ
ラ

構
造
で
三
つ
の
”
岳
”
か
ら
成
り
立

ち
、
市
内
中
心
部
か
ら
も
近
く
（
車

で
約
30
分
）
、
都
市
近
郊
林
型
の

「
自
然
休
養
林
」
と
し
て
昔
か
ら
親

し
ま
れ
、
生
活
に
身
近
な
山
と
し
て

多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
金
峰
山
』
と
い
う
名
は
全
国
に

６
個
所
あ
る
そ
う
で
、
奈
良
県
吉
野

町
の
金
峯
山
を
源
流
と
す
る
山
岳
信

仰
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
修
験
道

の
道
場
と
し
て
き
た
歴
史
の
側
面
も

有
し
て
い
る
一
方
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
が
高
く
、
車

で
の
登
頂
も
可
能
な
ほ
か
、
ベ
テ
ラ

ン
向
け
の
登
山
ル
ー
ト
「
さ
る
す
べ

り
」
（
猿
も
滑
る
く
ら
い
急
斜
面
だ

か
ら
な
ん
だ
と
か
？
）
が
あ
り
、
カ
ッ

プ
ル
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅
広
く
楽

し
め
る
「
金
峰
山
」
（
別
名
＝
一
ノ

岳
、
標
高
六
六
五
㍍
）
、
熊
本
市
や

有
明
海
を
望
み
な
が
ら
急
斜
面
を
登

る
「
二
ノ
岳
」
（
別
名
＝
熊
ノ
岳
、

標
高
六
八
五
㍍
）
、
ハ
イ
キ
ン
グ
感

覚
で
子
ど
も
と
一

緒
に
会
話
し
な
が

ら

登

山

出

来

る

「
三
ノ
岳
」
（
別

名
＝
那
智
岳
、
標

高
六
八
一
㍍
）
、

さ
ら
に
は
こ
の
三

つ

を

制

覇

す

る

「
縦
走
ル
ー
ト
」

と
、
お
手
軽
な
ハ

イ
キ
ン
グ
か
ら
本

格
的
な
登
山
ま
で

幅
広
く
満
喫
で
き

ま
す
。

ま
た
、
麓
に
あ

る
「
金
峰
森
の
駅

み
ち
く
さ
館
」
で

は
、
メ
ジ
ャ
ー
な

登
山
ル
ー
ト
か
ら

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
登

山
ル
ー
ト
の
情
報
や
無
料
で
利
用
で

き
る
シ
ャ
ワ
ー
も
完
備
さ
れ
、
宮
本

武
蔵
の
「
五
輪
書
」
や
夏
目
漱
石
の

「
草
枕
」
で
舞
台
と
な
っ
た
名
所
な

ど
に
つ
い
て
も
色
々
と
親
切
丁
寧
に

教
え
て
頂
け
る
施
設
も
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
是
非
一
度
は
金
峰
山

ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
か
ね
て
足
を
運

ん
で
は
い
か
が
で
す
か
。

熊
本
森
林
管
理
署

熊
本
森
林
事
務
所

森
林
官

井

崇
行

現
地
に
て
説
明
を
聞
く
町
議
会
経
済
建

設
委
員
の
一
行
＝
都
城
支
署

金峰山（一岳）と並ぶ二ノ岳・三ノ岳の全景

「金峰山」の全望

頂上付近に建つ「金峰山神社」頂上展望所から見る「有明海と雲仙普賢岳」



当
局
で
は
九
州
森
林
管
理
局
林
政

記
者
ク
ラ
ブ
４
社
（
林
材
・
日
刊
木

材
・
林
経
・
ザ
イ
モ
ク
）
の
現
地
視

察
を
実
施
。
平
之
山
俊
作
局
長
が
宮

崎
南
部
森
林
管
理
署
管
内
の
集
成
材

加
工
生
産
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

の
取
組
状
況
を
案
内
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
ウ
ッ
ド
エ
ナ
ジ
ー
協

同
組
合
を
視
察
。
飫
肥
杉
の
構
造
用

集
成
材
・
乾
燥
材
の
生
産
課
程
で
発

生
す
る
バ
ー
ク
や
端
材
、
Ｃ
材
を
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
利
用
し
て
い
る
取
り
組
み
を

取
材
。
記
者
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
利
用
状
況
、
未
利
用
木
材
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
な
ど
に
関
心
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
松
葉
瀬
裕
之
宮
崎
南
部
森

林
管
理
署
長
の
案
内
で
、
大
矢
取
林

木
遺
伝
資
源
保
存
林
を
視
察
。
樹
齢

３
８
６
年
の
ク
ス
人
工
林
の
取
り
扱

い
の
説
明
に
、
記
者
ら
は
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
奇
岩
か
ら

な
る
渓
谷
美
の
赤
池
渓
谷
風
致
探
勝

林
を
視
察
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
河
原
谷
国
有
林
で
木
材

安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
事
業
実
行

箇
所
を
視
察
。
直
・
曲
が
り
込
み
材

や
Ｃ
材
の
生
産･

集
積
の
状
況
を
取

材
さ
れ
、
記
者
の
皆
さ
ん
は
、
今
ま

で
未
利
用
で
あ
っ
た
Ｃ
材
・
小
径
木

な
ど
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
燃
料
と
し

て
の
利
用
な
ど
、
国
産
材
利
用
拡
大

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

【
沖
縄
森
林
管
理
署
】
２
月
１
日
、

国
土
の
緑
化
に
役
立
て
よ
う
と
沖
縄

県
緑
化
推
進
委
員
会
主
催
に
よ
る
日

本
一
早
い
「
緑
の
募
金
運
動
」
が
、

県
庁
前
県
民
広
場
で
開
か
れ
、
沖
縄

県
を
は
じ
め
ミ
ス
沖
縄
や
関
係
機
関
、

及
び
関
係
団
体
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
当
署
か
ら
は
佐
藤
隆
幸
署
長
外

３
人
が
多
数
の
参
加
者
と
と
も
に
、

通
行
中
の
市
民
に
募
金
の
協
力
を
呼

び
か
け
、
募
金
者
に
は
ツ
ツ
ジ
の
苗

が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
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森
林
組
合
は
、
地
域
の
森
林
管

理
主
体
と
し
て
、
地
域
の
森
林
を

共
同
の
力
で
育
て
守
り
続
け
、
森

林
環
境
保
全
と
林
業
発
展
を
通
じ

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
国
土
・
水
源
の
保

全
、
健
全
な
森
林

環
境
と
良
質
の
木

材
を
提
供
し
な
が

ら
、
健
康
で
安
心
、

豊
か
な
住
生
活
を

支
え
て
い
く
こ
と

を
使
命
と
し
て
い

ま
す
。

私
ど
も
宮
崎
中
央
森
林
組
合
の

管
内
は
、
大
淀
川
流
域
の
宮
崎
市
、

国
富
町
、
綾
町
の
１
市
２
町
の
地

域
で
、
飫
肥
林
業
の
一
翼
を
占
め

る
人
工
林
地
帯
で
あ

り
、
森
林
面
積
五
〇

五
四
六
㌶
の
う
ち
民

有
林
が
ほ
ぼ
50
％
に

あ
た
る
二
五
五
五
六

㌶
人
工
林
率
70
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
～
40
年

代
、
全
国
挙
げ
て
推

進
さ
れ
た
拡
大
造
林

運
動
に
呼
応
し
て
、

過
酷
な
労
務
で
あ
っ

て
も
将
来
の
高
い
収
益
を
期
待
し
、

働
け
る
う
ち
に
山
に
打
ち
込
み
、

老
後
の
蓄
え
に
と
懸
命
に
励
み
競
っ

て
植
林
し
た
森
林
が
、
長
い
年
月

を
経
て
、
い
よ
い
よ
収
穫
期
と
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
想
も
し

な
か
っ
た
木
材
の
経
済
価
値
喪
失

に
よ
っ
て
夢
は
無
惨
に
打
ち
砕
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
山
に

心
血
を
注
い
で
き
た
林
家
の
中
に

は
、
手
入
れ
を
諦
め
、
放
置
的
森

林
が
続
出
し
、
地
域
住
民
の
時
代

要
請
と
は
裏
腹
に
社
会
問
題
化
し

て
い
ま
す
。

現
在
当
組
合
は
、
国
の
進
め
る

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
で
位
置

づ
け
し
て
あ
る
森
林
経
営
計
画
作

成
に
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
当
組

合
管
内
は
、
里
山
が
多
い
た
め
に

同
計
画
が
極
め
て
立
て
に
く
い
地

域
で
あ
り
、
そ
の
た
め
計
画
樹
立

に
向
け
関
係
機
関
と
協
議
し
て
来

ま
し
た
が
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

宮
崎
森
林
管
理
署
の
津
々
見
正
樹

署
長
よ
り
助
言
を
頂
き
、
民
・
国

共
同
の
総
合
的
な
森
林
管
理
計
画

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

が
実
現
し
ま
す
と
、
里
山
地
域
に

お
け
る
モ
デ
ル
と
も
言
え
る
、
健

全
な
森
林
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
、
組
合
員
所
有
林
の

適
切
な
管
理
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
団
体
等
と
連
携
し
、
多
角
的
な

林
業
経
営
に
邁
進
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宮崎中央森林組合

代表理事組合長

森 紘喜さん

現地でＣ材等未利用材について取材する一行

募金の協力を呼びかける佐藤署長＝沖縄



年
齢

52
歳

出
身
地

熊
本
県

抱
負

九
州
か
ら
の
森
林
・
林
業

再
生
に
向
け
頑
張
り
ま
す
。

年
齢

55
歳

出
身
地

熊
本
県

抱
負

昨
年
は
木
材
価
格
が
大
幅
に

下
落
し
大
変
な
年
で
し
た
。
こ
こ
に

来
て
若
干
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す

が
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
局
内

各
課
署
等
と
の
連
携
を
密
に
し
た
円

滑
な
業
務
運
営
、
災
害
の
な
い
明
る

い
職
場
作
り
に
努
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

年
齢

51
歳

出
身
地

鹿
児
島
県

抱
負

久
し
ぶ
り
の
署
勤
務
と
な
り

ま
す
が
、
災
害
の
な
い
健
康
で
明
る

い
職
場
づ
く
り
、
一
般
会
計
化
へ
の

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
、
そ
の
後
の
民
有

林
を
含
め
た
地
域
林
政
全
体
の
核
と

な
る
新
生
国
有
林
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
北
薩
森
林
管
理
署
】
当
署
の
宮

之
城
森
林
事
務
所
は
、
現
場
に
お
け

る
シ
カ
被
害
対
策
と
し
て
の
頭
数
調

整
に
取
り
組
み
、
く
く
り
罠
の
改
良

と
普
及
に
努
め
、
罠
の
設
置
場
所
や

設
置
方
法
な
ど
の
技
術
を
活
か
し
シ

カ
捕
獲
の
実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
管
内
全
体
の
シ
カ
被
害
対

策
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
こ
の
ほ
ど

林
野
庁
長
官
か
ら
功
績
賞
を
授
与
さ

れ
た
も
の
で
す
。
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昔
か
ら
林
業
に
は
と
て
も
興
味
が

あ
り
、
何
か
に
つ
け
木
を
利
用
し
た

商
品
に
目
を
向
け
て
き
ま
し
た
。

木
材
を
活
用
し
た
物
は
、
と
て
も

あ
た
た
か
く
、
見
る
目
を
ほ
ん
わ
か

な
気
分
に
さ
せ
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
く
わ
し
く
林
業
の
こ
と
を

勉
強
し
た
い
と
思
い
今
回
モ
ニ
タ
ー

に
応
募
し
ま
し
た
。
毎
回
、
森
林
管

理
局
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
く
プ
リ
ン

ト
な
ど
を
見
て
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
森
林
・
林
業
の
事
が
分
か
る
様
に

な
り
ま
し
た
。

人
と
森
林
は
、
共
存
し
あ
っ
て
る

ん
だ
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。
加
工
さ

れ
た
商
品
は
皆
さ

ん
か
ら
好
か
れ
て

ま
た
、
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
、
そ
し
て
一
つ
の
商
品
と

な
り
、
循
環
し
て
環
境
に
活
か
さ
れ

て
い
る
事
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
事

だ
と
思
い
、
私
も
自
分
が
出
来
る
事

か
ら
力
に
な
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

家
の
中
に
木
が
あ
る
環
境
は
と
て

も
健
康
に
良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ま

や
か
な
所
で
は
消
臭
剤
や
、
庭
の
チ
ッ

プ
な
ど
目
で
見
て
大
き
な
物
で
は
な

く
て
も
、
家
の
中
で
大
き
な
役
目
を

果
た
し
て
く
れ
る
の
が
木
の
と
て
も

良
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

お
歳
を
め
し
た
方
々
が
木
を
使
っ

て
色
々
な
物
を
子
供
た
ち
に
作
っ
て

教
え
て
い
る
の
を
見
て
、
私
は
と
て

も
す
ば
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
言
っ
た
な
に
げ
な
い
日
常
に

木
は
力
を
発
揮
し
、
そ
れ
を
人
間
が

お
お
い
に
手
を
か
し
て
大
き
く
広
げ

て
行
く
事
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

課
題
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

百
円
シ
ョ
ッ
プ
の
ダ
イ
ソ
ー
な
ど

で
中
国
産
の
出
来
上
が
っ
た
製
品
を

お
金
を
出
し
て
買
う
の
で
は
な
く
、

木
を
切
っ
て
、
一
か
ら
自
分
の
手
で

作
り
、
出
来
上
が
っ
た
喜
び
を
み
ん

な
で
わ
か
ち
あ
い
、
そ
の
子
供
た
ち

が
大
人
に
な
り
、

ま
た
子
供
ら
に
教

え
て
行
く
、
こ
れ
っ

て
大
切
な
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。

今
回
、
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
事
を
知
る
事
が
で
き
た
の

で
、
勉
強
し
た
事
を
自
分
一
人
だ
け

で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
森

林
の
良
さ
を
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
福
岡
県
福
岡
市
在
住
）

赤木 智美さん

新
任
挨
拶

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

平
成
25
年
１
月
１
日
付
け
の
異
動
に
よ
り
交
代
し
た
新
課
長
と
森
林
管
理

署
長
を
紹
介
し
ま
す
。

工藤 孝古閑 博行

功
績
賞
の
表
彰
状
を
手
に
宮
之
城
班

の
み
な
さ
ん
＝
北
薩

川畑 充郎

かわばた みつろう

くどう たかしこが ひろゆき



【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
当
署

会
議
室
に
お
い
て
約
40
人
が
参
加
し
、

第
２
回
「
森
の
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
午
前
の
部
で
は
環
境
省

希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
の

乙
益
正
隆
氏
が
、
巳
年
に
ち
な
ん
で

ヘ
ビ
の
名
前
を
持
つ
植
物
の
方
言
名

な
ど
、
昔
話
を
交
え
て
講
話
さ
れ
た

あ
と
、
石
神
智
生
署
長
と
職
員
に
よ

る
「
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
」
や

「
シ
カ
の
採
食
圧
に
よ
る
生
物
多
様

性
へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
講
話
を
行

い
ま
し
た
。
各
地
で
伝
え
ら
れ
て
き

た
方
言
に
よ
る
植
物
名
の
大
切
さ
や

生
物
多
様
性
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

受
講
生
の
み
な
さ
ん
は
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。
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林野庁・九州森林管理局では、より多くの国民の皆様に身近な存在として国有林を感じていただけるよう、国有林の役割
や現状といった情報をお知らせするとともに、国有林をより「国民の森林」として管理経営していくため、森林・林業や国
有林に興味を持たれる一般の方々から御意見をいただく「国有林モニター」制度を実施しています。
この度、平成25年度「国有林モニタ－」を下記の通り募集いたしますので、多くの皆様からのご応募をお待ちしています。

記
【募集人数】60人程度
【依頼期間】平成25年４月～平成26年３月（１年間）
【依頼内容】

・森林・林業、国有林に関するアンケートへの回答
・森林・林業、国有林に関する御意見や御提言などの報告、弊局広報紙への投稿
・国有林モニター会議への出席（年１～２回程度、希望者のみ）

※ 提出いただいた回答、ご意見などについては、全体を整理した上で、後日九州森林管理局ホームページにおいて、主
要な意見などを匿名にて公表することがあります。

【応募資格】
九州・沖縄８県にお住まいの20歳以上（平成25年４月１日現在）の方で、森林・林業および国有林に関心を有する方。

（ただし、国会及び地方議会の議員、地方公共団体の長及び国家公務員は除きます。）
【応募方法】
官製ハガキ又は封書に必要事項を記入の上、以下の宛先まで御応募ください。また、メール及びファックスでも受け付け

ております。御不明な点につきましては、御遠慮なくお問い合わせ下さい。
〒８６０－００８１ 熊本市西区京町本丁２番７号
九州森林管理局 企画調整室 国有林モニター担当
ＴＥＬ：０９６－３２８－３５１２ ＦＡＸ：０９６－３２８－３６４３
E-mail： ky_kikaku@rinya.maff.go.jp

【必須事項】
・氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、職業、住所、郵便番号、電話番号、メールアドレス（ございましたら）
・国有林モニターを知ったきっかけ（具体的に記入）
・国有林モニターに応募された理由（１００字程度）
※ ご応募いただいた個人情報は、個人情報の保護に関する法律に従い、適正に取り扱います。なお、一度送付いただい
た申込書はお返ししませんので、あらかじめご了承願います。

【募集期限】
平成25年２月28日（木）（当日消印有効）

【発 表】
・選考結果は、平成25年３月下旬頃、依頼状の発送をもってお知らせいたします。
・応募状況によっては抽選による選考をさせていただきます。選考結果に対する個別のお問い合わせにはお答えできませ
んので、あらかじめ御了承下さい。

【その他】
・国有林モニターになっていただいた方には、弊局の広報誌などを定期的にお送りします。また、モニターの活動に対し
て記念品をお贈りします。
・国有林モニターとして個人的に提出いただいた御要望などに関しては、個別にお答えすることはできませんので御了承
下さい。
・国有林モニターはより多くの国民の皆様に身近な存在として国有林を感じていただけるよう、国有林の役割や現状といっ
た情報を提供し、併せて御意見等をいただくものですので、既に国有林についてご存じの方（例：国有林ＯＢ、業界関係
者、森林林業担当の自治体職員、国有林に陳情などの活動を行われた方など）におかれましては、お断りさせていただく
場合があります。

乙
益
先
生
の
講
義
を
聞
く
受
講
生
＝

熊
本
南
部



【
北
薩
森
林
管
理
署
】
当
署
会
議
室

で
、
（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
森
林

農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
水
源
林

整
備
事
務
所
、
北
薩
森
林
組
合
、
日

本
製
紙
（
株
）
・
日
本
製
紙
木
材

（
株
）
西
日
本
支
店
八
代
営
業
所
、

木
原
造
林
出
水
事
業
所
、
（
株
）
永

田
林
業
と
「
出
水
地
域
森
林
整
備
推

進
協
定
」
を
締
結
。
協
定
は
、
今
年

度
か
ら
３
年
間
出
水
市
に
所
有
す
る

二
四
六
〇
㌶
と
隣
接
す
る
国
有
林
六

九
二
〇
㌶
を
連
携
し
て
路
網
整
備
や

間
伐
な
ど
効
率
的
な
森
林
整
備
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
今
後
、
こ
の
協
定
が
地
域
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
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九
州
を
始
め
各
地
に
春
一
番
の
便

り
の
声
が
聞
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

寒
さ
は
ま
だ
残
る
よ
う
だ
気
象
予
報

士
の
予
報
で
は
大
雪
注
意
報
を
出
し

て
お
り
東
北
地
方
は
大
雪
で
あ
る
▼

熊
本
で
は
４
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る

春
の
植
木
市
が
開
か
れ
て
お
り
、
こ

ち
ら
に
も
よ
う
や
く
春
の
訪
れ
が
き

た
よ
う
だ
▼
久
し
ぶ
り
に
植
木
市
へ

足
を
運
ん
で
見
た
。
色
々
な
商
品
が

出
さ
れ
、
ど
れ
も
見
事
な
出
来
映
え

で
、
売
り
子
達
の
声
も
一
段
と
気
合

い
が
入
っ
て
い
た
▼
春
に
な
る
と
い

や
な
物
が
花
粉
症
で
あ
る
。
今
年
は

大
幅
に
増
え
る
と
の
予
想
だ
が
九
州

で
は
昨
年
の
大
雨
の
影
響
で
例
年
よ

り
は
少
な
め
の
予
報
だ
花
粉
ア
レ
ル

ギ
ー
の
人
は
シ
ー
ズ
ン
早
め
の
対
策

が
必
要
と
専
門
家
は
話
し
て
い
る
▼

今
年
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
そ
う
だ
、

中
国
大
陸
の
大
気
汚
染
が
深
刻
の
よ

う
で
あ
る
▼
汚
染
物
質
の
中
で
微
小

粒
子
物
質
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
す
す
が
主

成
分
で
吸
い
込
む
と
肺
や
血
管
に
入

り
ぜ
ん
そ
く
や
心
疾
患
な
ど
の
リ
ス

ク
を
高
め
る
と
さ
れ
る
も
の
だ
そ
う

だ
▼
例
年
以
上
に
花
粉
症
対
策
予
防

を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
▼

春
は
卒
業
、
入
学
と
区

切
り
の
季
節
で
も
あ
り
、
楽
し
く
迎

え
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
美
）

ア
オ
キ
は
北
海
道
南
部
か
ら
南
の

日
本
全
国
に
分
布
し
、
東
北
地
方
に

は
小
形
の
ヒ
メ
ア
オ
キ
も
生
育
し
て

い
ま
す
。
土
地
の
肥
え
た
や
や
湿
度

の
あ
る
日
陰
に
生
え
て
い
ま
す
の
で
、

生
育
箇
所
は
ス
ギ
を
植
え
る
土
地
の

目
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
オ
キ
の
名
前
は
葉
が
緑
色
か
ら

で
は
な
く
、
枝
や
幹
が
青
い
（
緑
）

こ
と
か
ら
の
名
前
で
す
。
雌
花
と
雄

花
が
別
の
木
に
咲
く
樹
木
で
す
。
里

山
に
普
通
に
あ
る
の
で
「
雌
雄
異
株
」

の
代
表
選
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。見

分
け
る
方
法
は
花
が
咲
い
た
時

に
、
花
の
下
部
（
子
房
）
を
見
て
膨

ら
ん
で
お
れ
ば
雌
花
で
す
。
花
が
終

わ
る
と
雄
花
は
し
ぼ
ん
で
枯
れ
て
し

ま
い
雌
花
だ
け
が
つ
い
て
い
ま
す
。

押
し
葉
を
（
乾
燥
）
す
る
と
葉
が
黒

く
な
り
ま
す
。

昔
、
農
家
で
は
牛
の
飼
料
と
し
て

乾
い
た
藁
と
青
草
を
混
ぜ
て
食
べ
さ

せ
ま
す
が
、
冬
場
に
青
草
が
な
い
こ

と
か
ら
、
ア
オ
キ
の
葉
を
採
集
し
て
、

青
草
代
わ
り
に
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

庭
園
の
日
陰
に
耐
え
る
樹
木
が
少

な
い
こ
と
か
ら
「
困
っ
た
と
き
の
ア

オ
キ
」
と
し
て
、
日
陰
に
耐
え
る
庭

園
樹
と
し
て
庭
師
に
珍
重
さ
れ
て
い

ま
す
。

ア
オ
キ
の
果
実
は
一
般
的
に
は
赤

色
に
輝
い
て
い
ま
す
が
、
黄
色
や
白

色
の
果
実
を
付
け
る
ア
オ
キ
も
あ
り

ま
す
。

は
じ
め
て
九
州
熊
本
に
転
勤
し
て

２
年
半
、
お
か
げ
さ
ま
で
家
族
と
も

ど
も
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
る
。
ほ
ん

の
一
部
だ
が
、
お

気
に
入
り
な
点
を

い
く
つ
か
紹
介
し

た
い
。

ま
ず
世
界
に
誇
る
阿
蘇
山
の
お
か

げ
で
水
が
き
れ
い
で
美
味
し
い
。
だ

か
ら
ご
飯
が
美
味
し
い
。
同
じ
く
酒

も
美
味
し
い
…
（
は
ず
だ
が
下
戸
な

の
は
残
念
）
。

人
が
お
お
ら
か
で
優
し
い
。
子
連

れ
で
い
る
と
知
ら
な
い
人
か
ら
も
飴

や
駄
菓
子
を
も
ら
う
こ
と
が
多
い
。

九
州
ど
こ
で
も
家
族
で
入
れ
る
温

泉
が
よ
り
ど
り
み
ど
り
。
一
日
３
箇

所
入
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

山
、
川
、
海
と
観
光
地
も
多
い
が
、

い
い
意
味
で
人
が
少
な
く
連
休
な
ど

で
も
ふ
ら
っ
と
出
か
け
ら
れ
る
。
行

き
つ
け
の
天
草
の
ビ
ー
チ
な
ど
、
い

つ
行
っ
て
も
砂
浜
直
結
の
駐
車
場
が

空
い
て
い
て
、
し
か
も
財
布
を
落
と

し
た
ら
茶
髪
の
兄
ち
ゃ
ん
が
届
け
て

く
れ
た
（
感
謝
！
）
。

病
院
が
充
実
し
て
い
る
。
三
男
坊

は
こ
ち
ら
で
産
ま
れ
た
が
、
出
産
費

用
は
熊
本
が
全
国
最
安
な
の
だ
と
か
。

そ
し
て
や
は
り
熊
本
城
。
街
か
ら
見

上
げ
る
姿
は
美
し
く
、
ま
た
何
重
も

の
石
垣
は
素
晴
ら
し
い
の
一
言
。

ま
だ
ま
だ
書
き
き
れ
な
い
が
、

「
ほ
ん
な
こ
つ
よ

か
と
こ
ば
い
」
と

九
州
熊
本
生
活
を

満
喫
し
て
い
る
。

宮
仕
え
の
身
、
転
勤
は
家
族
に
負

担
も
か
け
る
が
、
こ
う
し
て
第
二
、

第
三
の
故
郷
が
増
え
て
い
く
の
は
楽

し
い
も
の
で
あ
る
。

（
企
画
調
整
室
長

城

風
人
）

調印式を済ませた各代表と北薩署田中署長＝北薩


